
＜学校経営方針の重点＞  １ 学力向上     ２ 健全育成（社会性）     ３ 豊かな心      ４ 特別支援教育 

令和５年度 学校評価シート（青梅市立第三中学校） 

 

項

目 
経営目標 本年度の重点 具体的な方策 評

価 

分析結果 
教(教員アンケートによる到達度) 
保(保護者アンケートによる到達度) 

改善策 
学校関係者評価記入欄 

評価 コメント 

１ 

学
力
の
向
上 

主体的・対話的で、
深い学びをより引
き出すために、「学
びの姿勢の高まる
授業づくり」を目
指す。 

１新しい視点に立っ
た評価の在り方や新
学習指導要領に対応
した授業力向上を目
指す。 
 

①評価と指導の一体化を目指し、授業のめあて

や目標を明確にし、振り返りを工夫する。生徒

の自己評価をもとに授業改善を行う。 
B 

教：63％，保：68％ 

①生徒アンケートの｢授業ごとに目標が示されている｣
の回答が全教員で肯定傾向だった。 

②ICT活用に要改善と回答した教員は18％で､教員の
効果的な ICT活用力が身に付いた。①②とも成果を実
感する教員が41%､要改善の回答は20%を切っている。 

①生徒が自らを振り返り適正に自己を評価できるよう、よ
り明確でわかりやすい評価規準を検討する。 

②授業用指導支援ソフトの活用が進んだ。このソフトは、
次年度以降は使用料金が発生するため、予算との関係にな
るが、ぜひとも導入したい。 

総じて授業改善推進拠点校の研究が実を結んだと考える。 

A 

 解き方の手順などのヒントがあり､教師・生徒のキ
ャッチボールがあることがすごく良い。 

 欠席生徒にも授業で使用したデータを届けられるの
はすごいと思った。 

 教材作成等においても効率化が進んでいる。 
②GIGAスクール構想を踏まえタブレットや電子

黒板、大型ディスプレイを効果的に活用し、「わ

かる」「できる」授業を目指す。 

学習習慣を確立さ
せ、基礎・基本を
確実に定着させ
る。 

２都の授業改善推
進拠点校研究を受
け、授業を見直し｢わ
かる｣｢できる｣授業
を目指す。 
授業と家庭学習に積
極的に取り組む生徒
を育てる。 

①毎日の朝読書や家庭学習のための自学ノ
ート、タブレットドリルなどを効果的に使
い基礎学力の定着を図る。 

B 

教：53％，保：68％ 

①生徒の主体的学習用のタブレットドリルは、
十分な成果が得られなかった。 

②生徒のアンケートにおいては、授業が嫌いな
わけではないが、教科が得意ではないという意
識がある。授業では一定の理解はできるが、定
着しないことが課題である。 

①タブレットドリルの導入については、次年度は行
わない方向で考えている。 

②学力定着には繰り返しが必要で、家庭学習が必須
である。学習習慣の習得に向け､自学ノートの取組に
おいて学び方に対する積極的な指導を行い、成果を
実感させる指導を今後も各教科･教員で工夫する。全
員B評価以上を目指し､授業中の支援の工夫も行う。
授業改善推進拠点校として指導力向上がうかがえた。 

A 

 一人一人が集中できる環境を作っていることや、手
を挙げられない生徒の考えを視覚化できるのがよい。 

 丁寧な授業は分かったつもりになりがちだが、自学
ノートの指導とセットになっているのがよい。 

 可能ならタブレットドリルと紙媒体の併用がよい。 

 家庭学習定着や学力向上は小学校との連携が必要。 

 書く機会が減ってしまうのは良いとは言えない。 

 板書を生徒が待つのを短縮できるのは効率が良い。 

②定着に課題のある生徒について、B 評価
を目指し、意欲的に取り組み、学びが深ま
る授業を推進する。 

２ 

社
会
性
の
育
成 

将来、社会に出た
ときに通用する常
識・良識を身に付
けさせる。 

１常識・良識を基盤
とした生徒同士の望
ましい人間関係を築
く力を育てる。 

 

①挨拶の日常的指導に加え､生徒会中心の
｢挨拶運動｣の推進によって､自ら進んで挨
拶ができる生徒を増やす取組を継続する。 

B 

教：46％，保：74％ 

①取り組むことに､保護者の否定的意見はなかっ
た｡教員は成果に満足してはいないが､取組の継
続を支持している｡ 
②取り組むことに､保護者の否定的意見はなかっ
た｡教員には成果の実感をもつ者がおらず､改善
を要するという回答も他と比較して高かった｡ 

①挨拶は､指導されてするよりも生徒の主体的な取組
の中で醸成され習慣化していくことが望ましいので、
成果を急がずじっくりと継続的に取り組むことが重
要と考える。 

②教員から「青梅三中版マナーテキスト」の有効性
に疑問の声が複数ある｡マナーを教えるより､マナー
について考え判断できる力を育てる方策を検討する。 

A 

 三中生は挨拶をしてくれる印象がある。 

 恥ずかしいと思う生徒もいるのではないか。ツンツ
ンしているのが格好良いと思っていることもあるか。 

 親子の会話不足も挨拶ができない一因ではないか。
様々な理由があり､それを見抜く力も教員に必要。 

 マナーは指導を受けて守るのでなくその必要性を考
えさせるのが良い。マナーテキストは見直しが必要。 

②「青梅三中版マナーテキスト」を活用し
マナーを考え､セルフチェックさせ､マナー
認定を行い、実践の場を与え実践力を育て
る。 

善悪の判断をはじ
め、規範意識を育
む。 

２自他を大切にする
心を基盤とし、学校
や地域に貢献できる
生徒集団を育てる。 

①毎月２７日の「命の日」を交通ルールや
自然災害を含め災害に対応する力を高める
ための安全指導日とし、命を守る指導を充
実させる。 B 

教：47％，保：78％ 

①取り組むことに､保護者の否定的意見はなく､
学校の指導についても肯定意見85％と高かった｡
教員の中には､要改善との回答が29%あった。 

②取り組むことに､保護者の否定的意見はなく、
教員･保護者とも要改善回答は10%程度だった｡ 

①引き続き取り組んでいくが､マンネリ化しないよう
年ごとに重点を決め改善を加えながら実施していく｡ 
②1年から3年までの地域学習は､一定の成果が得ら
れる取組として定着してきている｡現状維持で満足せ
ず､新たな取組にも挑戦していく必要があるかもしれ
ない｡ 

A 

 毎月の安全指導はとても良い。 

 地域調査は、実施中の様子の保護者宛メール配信の
効果も手伝い、帰宅後の保護者と生徒の会話促進に
つながり評価が上がったのではないか。 

 地域行事に参加する生徒が増えると良い。 ②地域学習を踏まえ、地域に愛着をもたせ
ると共に地域に貢献できる人材を育成する。 

３ 

豊
か
な
心
の
育
成 

将来にわたり勇気
と希望を胸に生き
抜く力を育む。 

１集団の中で自分を
生かすことにより自
己有用感を育てる。 

自分たちの力でより良い集団づくりに取り
組めるように、生徒会活動を充実させる。
また、各自の目標を明確化させるため、キ
ャリアパスポートを活用する。 

B 

教：44％，保：68％ 

取り組むことについて保護者は高評価(83％)だ
った。学校の取り組み方も保護者の 8 割強が肯
定的であるが､一部教員に要改善の意見がある｡ 

自治力の育成は､指導と支援のバランスが重要で､生
徒に考えさせながら､粘り強く育てていく｡ 
キャリアパスポートの有効活用には課題がある｡3年
間のキャリア教育を意識した取組に改善していく｡ 

A 

 集団での活動だけではなく、集団が苦手な生徒への
対応や取組が今後は必要ではないか。 

 部活動への所属人数が少なくなってくると、部活動
を通した指導は難しくなってくるのではないか。 

人としての振る舞
いができる人間性
を育む。 
 

２他者への感謝の気
持ちをもてる生徒を
育てる。 
 

①部活動を通して、強い心と奉仕する心、
感謝する心を育てる。 

B 

教：59％，保：80％ 

①取り組むことに､保護者の否定回答はなく、指導に
も高評価(80％)で､教員の中にも否定的回答はない｡ 
②取り組むことに保護者の否定回答はないが､学校の
指導に保護者16％､教員12%が十分とは感じていない｡ 

①部活動は､生徒の心の育成には成果があり､今後の
地域移行の中でもこの側面は失わないようにしたい。 
②心の教育にゴールはなく､常によりよい取組を目指
していく必要がある｡道徳の授業だけでなく､特別活
動等にも心の育成を位置付ける等検討が必要である｡ 

A 

 キャリアプランを進学以降のところまで考えさせて
いるところはすごく良い。 

 集団討論のような力（話し合いや表現など）を身に
付けていく必要がある。 

 積極的な生徒はよいが消極的な生徒の指導が難しい。 

②いじめを撲滅する心の育成を、道徳授業
を含め、すべての教育活動に浸透させる。 

共生社会をより良
き社会人として生
きる力をつける。 

３より広い視野で物
事を見聞し、主体的
に考えることのでき
る生徒を育てる。 

①様々な職種について理解を深めるため、専
門学校の先生やハローワークの方、地域で実
際に仕事に従事している方を講師に招き思い
やり・勤労・責任を重んじる心を滋養する。 B 

教：57％，保：76％ 

①取り組むことに保護者の否定回答はなく､教員
の中にも否定的回答はない｡保護者の 5%により
よい取組を望む回答があった｡ 
②取り組むことに保護者の否定回答はなく､教員
の中にも否定的回答はない｡保護者の5%､教員の
12%によりよい取組を望む回答があった｡ 

①自己管理･人間関係形成･課題対応･キャリアプラニ
ングの4能力の育成を各実践に明確に位置付け､より
意図的･計画的な取組にし､更に高い成果を目指す。 

②標準服の検討でLGBTの問題に対する教育が十分
であるわけはなく､異文化教育についても現状で十分
であるとは思わない｡これらについて､積極的に考え
させる場を設定して､理解を深めさせる必要がある｡ 

A 

 成果が出にくいもの､見えにくいものでも周りに広
げていくことが大切である。 

 保護者の協力を得て活動しているのは良い。 

 集める集団によって子供の務める役割が変わってく
る。どんどん新しい生徒にスポットをあてるとよい。 

 いじめ新聞のような配布物があるとよい。（大人の
目に入るような） 

②LGBTやグローバルな視点から、自分との差
異を受容できる心を育てる取組を行う。今年
度、LGBTに対応できる標準服を決定する。 

４ 

特
別
支
援 

 

教
育 

個を尊重し、一人
ひとりを大切に考
えた教育的支援を
実践する。 

１教育相談的な取
組の推進を図り、特
別支援を必要とする
生徒への支援を実施
する。 

①今年度から2名配置されたＳＣを効果的
に活用し、１年生全員の面接を実施すると
ともに、ＳＣとの連携の下で生徒理解に基
づいた教育を進める。 B 

教：69％，保：75％ 

①取り組むことに保護者の否定回答はない｡教員
の53%は成果の実感をもつ反面､教員の6％と保
護者の16%はよりよい取組を望んでいる｡ 
②取り組むことに保護者の否定回答はない｡教員
の35%は成果の実感をもつ反面､教員の6％と保
護者の11%はよりよい取組を望んでいる｡ 

①SCの活用が進み、連携も深まったが､SCの専門性
の活用をさらに進め､全生徒のメンタルスキルやソー
シャルスキルを高めることを検討している。 

②生徒の内面に関する専門的なアンケートを活用し、
専門家による助言をもらう取組は､生徒理解の上に立
った指導には欠かせないものとなっている｡その成果
を最大限指導に生かせるよう工夫していく｡ 

A 

 悩みも様々で、表出の仕方もさまざまであることが
分かった。 

 不登校生徒の大半がいじめに起因していないことは
よかった。原因がはっきりしない分､解決も難しい。 

 SCは話せないことを話せる場として価値がある。 

 アンケートの活用等丁寧に対応しているのはよいが、
部会をより活性化し､学校としてどうするかも重要。 

②交流面談や外部機関と連携したアンケー
トを活用し、個々の生徒理解に努める。 

５ 

そ
の
他
の 

 
 

重
点 

保護者・地域の
信頼を得る。 

１開かれた学校を
目指し、説明責任
や危機管理意識を
高め、信頼される
学校を目指す。 

①HP、学校だより、学年だより、学級だよ
り、mail等、学校情報を発信し、保護者・
地域と情報を共有する。 

B 

教：54％，保：74％ 

①取り組むことに保護者の否定回答はないが､成果の
実感も教員 24％､保護者 16％と高くない｡よりよい取
組を望む教員6％､保護者5％だった。 

②取り組むことに保護者の否定回答はないが､成果の
実感も教員 18％､保護者 11％と高くない｡よりよい取
組を望む教員12％､保護者11％だった。 

①コロナ過が続き昨年度までは、情報の共有ができ
にくいところがあった。今後、さらに、分かりやす
く、リアルタイムの情報を提供していく。 

②日頃からどうしても、危機意識が高まらない傾向
であるが、事例や具体的な内容を通して、常に危機
意識をもたせる。「まさか」ではなく「もしも」と思
うような指導を行っていく。 

A 

 学校だより、学年だより、学級だよりなどもよいが、
校外学習の様子をメール配信し、生徒と保護者の話
題のネタを提供しているのは効果的であると思った。 

②日頃から、事前に危険を察知し、先回り
して教職員の危機管理意識を高める指導を
したり、丁寧な対応を心がけさせたりする
ことで保護者・地域の信頼を得る。 

 


